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静岡牧之原茶を広め消費拡大へ
■「日本茶AWARD2024」入賞者が表敬訪問
　市内農業者が日本茶の品評会「日本茶AWARD
2024（主催：NPO法人日本茶インストラクター
協会）」で入賞し、12月12日に杉本市長を表敬
訪問しました。
　株式会社サンエースは静岡牧之原茶として初の
「日本茶準大賞」と「農林水産省農産局長賞」、勝
間田開拓茶農業協同組合は「萎

い

凋
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煎茶部門」で
最高位の「プラチナ賞」を受賞。両社は、総出品
数562点から見事受賞された喜びや今後の目標な
どを報告しました。

笑顔を見せる株式会社サンエース㊧と勝間田開拓茶農協㊥㊨くす玉を割って新規就航を祝う杉本市長や関係者

開港以来初の就航を歓迎
■静岡ー香港線（香港エクスプレス）が新規就航
　富士山静岡空港では開港以来初めてとなる「静
岡ー香港線（香港エクスプレス）」が12月17日
から就航し、記念式典が行われました。
　この定期便は、火・木・土曜日の週３便往復運
航で、片道約５時間で香港国際空港へ到着します。
　式典では、鈴木県知事や香港エクスプレスの
ジャネット・マオＣＥОらが、くす玉を割って就
航を祝福。また、関係者や、香港で人気がある「ち
びまる子ちゃん」たちが初便の乗客を出迎え、記
念品を配布し歓迎しました。 12月14日の避難訓練で避難経路を確認する参加者（川崎区）

地域全体で災害に備える
■要配慮者避難確保事業の取り組み
　市では、災害時に自力避難が困難な高齢者や障
がい者などの「避難行動要支援者」の避難の実効
性を高めることを目的に、今年度から「要配慮者
避難確保事業」に取り組んでいます。
　10月から12月にかけて、今年度モデル地区と
した川崎区と福岡区で実施。まず要支援者と家族、
自主防災会、民生委員、福祉専門職らが、災害時
の避難支援方法を協議し、個別避難計画を作成し
ました。その後、計画に基づき避難訓練を行い、
経路の危険箇所や所要時間などを確認しました。

郷土を愛し祝う150周年
■開校＆梅太郎博士生誕150周年記念　梅っ子フェスティバル
　市立地頭方小学校（小
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校長）は12月
13日、同校開校150周年と鈴木梅太郎博士生誕
の150周年を記念して「梅っ子フェスティバル」
を行いました。
　この日は、明治43年に梅太郎博士がビタミン
Ｂ１を発見した「ビタミンの日」。イベントには
全校児童173人をはじめ、保護者や地域住民など
が参加。地域の民話や梅太郎博士などをテーマに
した全学年による学習発表や、校歌や愛唱歌を歌
うコンサートが行われました。

同校卒業生など地域住民と一緒に校歌を歌う児童

自助と共助で地域防災力の向上へ
■地域防災訓練
　２年ぶりの地域防災訓練が12月１日、市内各
所で実施され、自主防災会が主催する訓練などに
市民１万4,568人が参加しました。
　中里区では、萩間小学校を会場に避難所開設訓
練を実施。参加者が役割分担し、実際に簡易トイ
レや段ボールベッド、仕切りなどを組み立て、工
程を確認しました。また、藤沢町内会（川崎区）
では放水訓練、建友会と市建設班は静波海岸でガ
レキなど道路上の障害物を処理し、道路を通行可
能な状態にする「道路啓開訓練」を行いました。

みんなで簡易トイレの組み立て方法を確認する中里区の参加者

安全安心を体感できるまちの実現へ
■榛南一市一町住民安全大会
　「榛南一市一町住民安全大会」が12月14日、い
～らで開催されました。
　これは、本市と吉田町の関係者らが一堂に会し、
防犯まちづくりや交通安全対策に連携して取り組
むことにより、「犯罪や交通事故のない、安全・
安心を体感できるまち」を実現しようと毎年開催
されています。
　大会では、交通安全や防犯の功労者の表彰式の
ほか、交通安全ポスターコンクールの表彰式、交
通安全に関する講演などが行われました。

交通安全ポスターコンクール入賞者の児童

■畑勝也さんが農事功績表彰「緑白綬有功章」を受賞
　畑
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」を受賞し、12月５日に杉本市長を表敬
訪問しました。
　これは、農事改良の奨励または実行上功績顕著
な者、農業上の有益な発見または研究を行い功績
顕著な者などに対して表彰。今回は、荒茶の品質
向上と大手通販業者などとの取引を確立したこと
や、持続可能な農業経営に向け、茶業と野菜の複
合経営の先駆的モデルとなり、若手茶業者のけん
引役として貢献したことなどが評価されました。

「改めて地域の農業を考える機会に」
表彰状と勲章を手に喜びの報告をする畑さん

■自主運行バスで行く空港こどもプチツアー
　「自主運行バスで行く空港こどもプチツアー」
が12月８日に開催され、市内の小学生とその保
護者10組20人が参加しました。
　これは、県内全ての小学生が無料でバスに乗れ
る 2日間限定の「バス無料デー」に合わせて企画。
　参加者は自主運行バスやシャトルバスを利用し、
富士山静岡空港とふじのくに茶の都ミュージアム
を巡りました。空港では、空港の紹介動画の上映
や空港施設内の普段見ることができない区域の見
学会などが行われました。

バスツアーで楽しむ親子の時間
シャトルバスで空港に到着した参加者
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